
 

 

 
 

   「支え合いマップ作り」を実施しました 

 北山校区は市内で高齢化率トップ（２８年５月１日現在６７．０％）中でも単身世帯が増加し 

 支援を必要としている人も当然増えています。 

 公的なサービスもずいぶん充実してきているとはいえ、住民同士の支えが必要不可欠です。 

  そこで、地域ごとに地図を作り、住民同士の関わり合いを線で結んで、誰と誰が関わっているか、 

 誰にどんな支援が必要か、またどんな活動が行われているかなど、地域の課題を抽出して今後の 

 取り組みにつなげていく活動が「支え合いマップ」つくりです。 

 初回を社会福祉協議会の職員９名の指導の下、公民館長・自治会長・福祉アドバイザー・民生委員 

 が参加し何とかマップが出来上がりました。 

  今後は、このマップを活用して、自治会長と民生委員を中心に各自治会で話し合いを進める事に 

 なります 

    「助け合いのご近所つくり」をみんなですすめていきましょう 

     

  今年も賑やかに合同運動会を開催     今年も豊作！ 校区の田園 

  住民と児童や保護者がチームを結成したり    稲刈りの最盛時期となりました 

  多彩なプログラムに大勢の参加で大盛況    黄金色の穂に豊作が見込まれます 
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